
会
長
講
演

古
典
の
書
誌
学
的
、
文
献
学
的
基
礎
を
究
明
す
る
こ
と
が
、
そ
れ
を
理
解
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
医
学
史
研
究
の
基
礎
作
業
で
あ
る
と
い
う

見
地
に
立
っ
て
、
私
は
昭
和
五
十
六
年
以
来
、
十
回
に
わ
た
り
、
「
『
医
心
方
』
の
伝
写
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
報
告
し
て
き
た
。
今
回
、
会
長

講
演
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
総
括
し
た
要
点
を
報
告
す
る
。
与
え
ら
れ
た
紙
数
・
時
間
の
関
係
上
、
研
究
過
程
は
省
略
す
る
。

A

4321群日 は
じ
め
に

一
医
心
方
写
本

現
存
す
る
写
本

半
井
家
本
の
系
統

文
化
庁
保
管
半
井
家
本
平
安
末
期
三
十
巻
三
十
軸
一
冊

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
書
陵
部
本
安
政
元
年
三
十
巻
三
十
軸

お
茶
の
水
図
書
館
蔵
成
費
堂
本
平
安
末
期
巻
第
二
十
二
一
軸

広
島
大
学
文
学
部
蔵
安
政
元
年
巻
第
七
一
軸

『
医
心
方
』
の
伝
来
か
ら
見
た
日
本
医
学
史
の
一
側
面

五
十
二
点
こ
れ
を
次
の
八
群
に
分
か
つ
。

杉
立
義
一
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仁
和
寺
蔵
仁
和
寺
本
平
安
末
期
五
巻
（
巻
第
一
・
五
・
七
・
九
・
十
）
五
冊
巻
第
十
九
残
關
一
葉

尊
経
閻
文
庫
蔵
平
安
末
期
仁
和
寺
本
巻
第
二
十
七
（
前
半
部
）
一
冊

国
立
公
文
書
内
閣
文
庫
蔵
紅
葉
山
文
庫
本
多
紀
元
恵
写
寛
政
三
年
二
十
巻
二
十
冊

東
京
国
立
博
物
館
蔵
多
紀
家
本
多
紀
元
恵
写
寛
政
三
年
二
十
巻
二
十
冊

蓬
左
文
庫
蔵
江
戸
中
期
二
十
巻
二
十
冊

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
文
政
三
年
伊
沢
信
悟
写
二
十
巻
二
十
冊

杏
雨
書
屋
蔵
文
政
十
三
年
森
川
免
毛
写
十
九
巻
二
十
冊

桂
仙
堂
文
庫
蔵
文
政
十
三
年
森
川
免
毛
写
十
九
巻
二
十
冊

静
嘉
堂
文
庫
蔵
天
保
年
間
二
十
巻
十
七
冊

東
京
国
立
博
物
館
蔵
坂
家
本
天
保
五
・
六
・
七
年
坂
璋
写
二
十
巻
二
十
冊

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
多
紀
元
堅
旧
蔵
本
天
保
十
年
二
十
巻
二
十
冊

野
中
烏
犀
園
蔵
天
保
十
一
年
浅
田
宗
伯
写
二
十
巻
二
十
冊

刈
谷
図
書
館
蔵
天
保
二
十
一
年
村
上
承
卿
写
二
十
巻
二
十
冊

三
宅
家
蔵
江
戸
末
期
十
九
巻
二
十
四
冊

杏
雨
書
屋
蔵
嘉
永
二
年
野
上
政
純
写
八
巻
八
冊

杏
雨
書
屋
蔵
嘉
永
四
年
中
村
有
嘉
写
十
六
巻
二
十
冊

杏
雨
書
屋
蔵
白
河
文
庫
旧
蔵
江
戸
末
期
十
巻
十
冊

内
閣
文
庫
蔵
浅
草
文
庫
旧
蔵
江
戸
末
期
六
巻
六
冊

仁
和
寺
本
の
系
統
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延
慶
本
の
系
統

尊
経
閣
文
庫
蔵

富
士
川
文
庫
蔵

杏
雨
書
屋
蔵
昭
和
十
四
年
浜
田
繁
次
郎
写
十
九
巻
二
十
冊

北
京
大
学
図
書
館
蔵
李
氏
書
目
日
本
丹
波
康
頼
撰
日
本
抄
本
（
日
本
丹
頼
之
家
原
修
節
橘
据
奮
抄
本
校
有
關
葉
）
十
九
巻
二

中
国
医
学
科
学
院
図
書
館
蔵
据
寛
政
三
年
抄
校
本
抄
二
十
巻
二
十
冊

台
湾
国
立
中
央
図
書
館
蔵
日
本
東
京
康
氏
傳
抄
古
写
本
二
十
巻
二
十
冊

北
里
研
究
所
東
医
研
蔵
室
町
期
巻
第
二
・
四
一
軸

石
原
家
蔵
宝
暦
八
年
紀
宗
直
写
巻
第
二
・
四
一
冊

杏
雨
書
屋
蔵
博
采
堂
写
巻
第
二
・
四

多
紀
家
旧
蔵
巻
第
二
十
二
の
系
統

杏
雨
書
屋
蔵
明
和
四
年
片
倉
鶴
陵
写
巻
第
二
十
二
一
冊

田
中
家
蔵
寛
政
九
年
大
戸
孟
写
巻
第
十
二
一
冊

杏
雨
書
屋
蔵
江
戸
末
期
小
島
学
古
写
巻
第
二
十
二
一
冊

尚
学
堂
蔵
文
政
頃
写
巻
第
二
十
二
一
冊

金
剛
寺
蔵
鎌
倉
前

巻
第
二
・
四
の
系
統

金
剛
寺
本

十
冊

鎌
倉
前
期
巻
第
十
三
一
冊

宝
永
八
年
巻
第
十
五
・
十
六
二
冊

文
化
元
年
巻
第
八
一
冊
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国
会
図
書
館
蔵
巻
第
三
十
一
冊

巻
第
一
・
諸
薬
和
名
第
一
の
写
本

国
会
図
書
館
蔵
白
井
文
庫
一
冊

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
文
化
四
年
一
冊

桂
仙
堂
文
庫
蔵
文
化
七
年
米
関
拙
写
一
冊

杏
雨
書
屋
蔵
巻
第
一
一
冊

尊
経
閣
文
庫
蔵
巻
第
三
一
冊

無
窮
会
図
書
館
蔵
巻
第
一
一
冊

静
嘉
堂
文
庫
蔵
巻
第
一
・
二
二
冊

桂
仙
堂
文
庫
蔵
文
政
頃
写
巻
第
二
一
冊

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
巻
第
三
一
冊

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
巻
第
三

杏
雨
書
屋
蔵
巻
第
四
一
冊

北
京
大
学
図
書
館
蔵
李
氏
書
目
三
巻
三
冊

大
塚
修
琴
堂
巻
第
一
・
二
・
三
三
冊

杏
雨
書
屋
蔵
江
戸
中
期
伴
直
方
写
巻
第
六
・
十
七
二
冊

杏
雨
書
屋
蔵
巻
第
一
一
冊

桂
仙
堂
文
庫
蔵

そ
の
他
・
零
本

明
治
三
十
三
年
佐
伯
理
一
郎
校
巻
第
二
十
二
一
冊
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『
医
心
方
』
が
日
本
医
学
史
に
名
を
出
す
の
は
、
概
ね
次
の
二
回
で
あ
る
。
第
一
は
平
安
時
代
医
学
の
項
で
あ
っ
て
、
同
時
代
を
代
表
す
る

医
書
と
し
て
、
比
較
的
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
第
二
は
江
戸
時
代
末
期
の
多
紀
氏
一
門
に
よ
る
半
井
家
本
の
影
写
と
安
政
版
刊
行
に
つ
い

て
で
あ
る
。

〆
、
〆
、

Ｌ
力
し

現
存
写
本
、
散
快
写
本
を
含
め
て
、
次
の
二
系
統
に
大
別
す
る
。

目
注
記
、
案
語
、
傍
訓
等
の
増
補
の
多
い
写
本
。
主
と
し
て
半
井
家
本
の
系
統
（
Ａ
群
）
。
散
快
本
と
し
て
康
頼
自
筆
本
、
医
家
本
。

。
増
補
の
比
較
的
少
い
写
本
。
主
と
し
て
仁
和
寺
本
の
系
統
、
Ｂ
群
よ
り
Ｈ
群
ま
で
の
写
本
。
散
快
本
と
し
て
宇
治
本
。

○
散
快
し
た
写
本

４
医
家
本
・
医
本
（
重
忠
本
・
重
基
本
）

５
そ
の
他
略
す

１
永
観
二
年
十
一
月
二
十
八
日
献
上
本

２
康
頼
自
筆
本
半
井
家
本
巻
第
二
十
八
・
治
傷
第
廿
の
注
記
「
康
頼
自
筆
本
之
傷
字
也
」

３
宇
治
入
道
大
相
国
本
（
宇
治
本
）

三
『
医
心
方
』
の
伝
来
か
ら
み
た
日
本
医
学
史
の
時
代
区
分

二
伝
写
の
系
統

『
医
心
方
』
の
も
つ
千
年
の
歴
史
と
、
そ
れ
に
先
行
す
る
東
洋
医
学
伝
来
の
数
百
年
間
を
加
え
る
と
、
殆
ん
ど
日
本
医
学
史
の
全
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過
程
を
、
『
医
心
方
』
は
生
き
ぬ
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
今
回
、
観
点
を
逆
に
し
て
、
『
医
心
方
』
の
伝
来
と
い
う
視
点
か
ら
、
日
本
医
学

史
を
眺
め
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
た
め
次
の
四
個
の
事
実
を
柱
と
し
て
考
え
る
。

１
丹
波
康
頼
『
医
心
方
』
撰
進
、
九
八
四
年

２
正
親
町
帝
よ
り
半
井
瑞
策
へ
下
賜
、
一
五
七
三
年
前
後

３
半
井
家
本
の
影
写
と
刊
行
、
一
八
五
四
’
六
○
年

４
半
井
家
本
の
国
買
上
げ
と
撰
進
一
千
年
記
念
、
一
九
八
二
’
八
四
年

こ
の
四
つ
の
歴
史
的
事
実
の
前
後
の
年
代
は
政
治
的
、
文
化
的
、
ま
た
医
学
史
の
上
か
ら
承
て
も
、
一
つ
の
転
換
期
に
当
っ
て
い
る
。
換
言

す
れ
ば
時
代
の
底
流
が
、
『
医
心
方
』
を
し
て
こ
の
よ
う
な
出
来
事
に
遭
遇
さ
せ
た
と
い
う
方
が
、
正
し
い
か
も
知
れ
な
い
。

進
さ
れ
る
ま
で
の
ほ
ぼ
五
七
○
年
間
。

Ⅱ
期
医
心
方
活
用
期
（
九
八
四
’
一
三
○
二
）

『
医
心
方
』
撰
進
よ
り
、
梶
原
性
全
に
よ
る
『
頓
医
抄
』
の
撰
述
さ
れ
た
一
四
世
紀
初
頭
ま
で
の
約
三
百
年
間
。
『
医
心
方
』
は
わ
が
国
で
編

さ
れ
た
唯
一
の
教
本
で
あ
り
、
こ
れ
を
簡
略
化
し
た
医
書
も
数
種
、
編
纂
さ
れ
た
し
、
ま
た
『
医
心
方
』
の
筆
写
も
数
多
く
行
わ
れ
た
。
『
医

心
方
』
に
も
ら
れ
た
医
方
も
、
年
月
と
と
も
に
わ
が
国
の
医
療
に
惨
透
し
て
い
っ
た
。

Ⅲ
期
医
心
方
衰
退
期
（
一
三
○
三
’
一
六
○
二
）

『
頓
医
抄
』
、
『
萬
安
方
』
の
撰
述
か
ら
、
安
土
。
桃
山
の
末
期
に
至
る
約
三
百
年
間
は
、
「
医
心
方
』
の
活
用
も
次
第
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。

宋
医
学
が
輸
入
さ
れ
、
僧
医
の
活
躍
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
『
医
心
方
』
の
比
重
は
下
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
明
代
と
な
り
『
福

Ｉ
期
医
心
方
前
期
（
四
一
三
’
九
八
三
）

五
世
紀
初
頭
に
朝
鮮
半
島
か
ら
医
術
が
伝
来
し
た
。
さ
ら
に
遣
晴
唐
使
に
よ
り
直
接
的
に
中
国
医
学
を
輸
入
し
て
よ
り
、
『
医
心
方
』
が
撰
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Ⅳ
期
医
心
方
復
刻
期
（
一
六
○
三
’
一
八
六
○
）

江
戸
時
代
の
ほ
ぼ
全
期
間
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
室
町
末
期
よ
り
西
洋
医
学
の
は
し
り
と
し
て
、
南
蛮
医
学
が
入
っ
て
き
た
が
、
鎖
国
の
実
施

と
と
も
に
、
和
蘭
医
学
と
し
て
輸
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
従
来
の
伝
統
医
学
と
は
全
く
異
質
の
医
学
と
い
え
る
。
や
が
て
蘭
学
と
し
て
各
方
面
に

影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
よ
り
以
前
、
後
世
派
に
対
抗
し
て
古
方
派
と
い
う
一
派
が
お
き
た
が
、
こ
れ
は
親
試
実
験
を
主
眼
と
す
る
あ
ま
り
、
古

典
の
考
証
を
疎
に
す
る
傾
向
も
あ
っ
た
。
丹
波
氏
の
一
族
で
あ
る
多
紀
氏
は
、
江
戸
医
学
館
を
督
し
て
、
子
弟
を
教
育
し
、
東
洋
医
学
の
優
位

を
守
る
た
め
に
古
典
の
復
刻
を
宿
願
と
し
、
遂
に
半
井
家
本
を
影
写
し
て
刊
行
（
安
政
版
）
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
開
国
と
と
も
に
蘭

方
禁
令
も
解
か
れ
、
英
米
系
医
学
が
流
入
し
て
き
た
。

Ｖ
期
医
心
方
廃
用
期
（
一
八
六
一
’
一
九
六
四
）

明
治
維
新
前
夜
よ
り
、
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
の
西
洋
医
学
万
能
期
を
さ
す
。
安
政
版
刊
行
後
、
わ
ず
か
八
年
に
し
て
幕
府
は
倒
れ
、
明
治
を

迎
え
る
と
医
学
館
は
廃
止
さ
れ
、
多
紀
氏
も
解
職
さ
れ
た
。
西
洋
医
学
採
用
の
方
針
の
も
と
に
、
ド
イ
ツ
医
学
が
主
流
と
な
り
、
医
制
・
医
学

教
育
も
ド
イ
ツ
を
モ
デ
ル
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
『
医
心
方
』
を
顧
み
る
人
も
な
く
、
漢
方
医
学
は
法
制
的
に
は
全
く
廃
止
に
ひ
と
し
く
な
っ

た
。
『
医
心
方
』
を
復
刊
し
て
も
、
巻
二
十
八
は
狼
藝
本
と
し
て
発
刊
停
止
処
分
を
う
け
る
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
は
、
ア

メ
リ
カ
医
学
を
全
面
的
に
受
容
し
、
高
度
の
医
療
技
術
・
薬
品
等
も
流
入
し
て
き
た
。

Ⅵ
期
医
心
方
の
再
認
識
期
（
一
九
六
五
Ｉ
）

先
端
科
学
を
と
り
入
れ
た
医
学
・
医
療
は
、
す
べ
て
の
人
類
の
疾
病
を
や
が
て
排
除
す
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
た
。
科
学
の
進
歩
は
す
な

わ
ち
、
人
類
の
幸
福
に
連
な
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
一
九
六
五
年
前
後
を
境
に
し
て
、
科
学
万
能
の
弊
害
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は

学
が
入
っ
て
き
た
。

田
方
』
が
著
わ
さ
れ
、
李
朱
医
学
が
導
入
さ
れ
て
、
曲
直
瀬
道
三
に
よ
っ
て
、
『
啓
迪
集
』
が
刊
行
（
天
正
二
年
．
一
五
七
四
）
さ
れ
た
の
と
、

ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
『
医
心
方
』
御
本
は
正
親
町
帝
か
ら
半
井
瑞
策
に
下
賜
さ
れ
た
。
こ
の
前
後
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
と
と
も
に
南
蛮
医
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医
学
の
領
域
に
も
及
ん
で
き
た
。
科
学
万
能
・
人
間
性
疎
外
を
改
め
て
、
医
の
倫
理
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

折
し
も
中
国
医
学
の
全
人
的
・
綜
合
的
見
地
に
立
つ
疾
病
観
を
見
な
お
す
動
き
が
で
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
東
洋
医
学
の
再
認
識
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
五
三
年
、
厚
生
省
も
漢
方
薬
の
保
険
適
用
を
認
め
、
漢
方
ブ
ー
ム
と
も
い
え
る
現
象
が
お
き
て
き
た
。
こ
の
中
に
あ

っ
て
、
『
医
心
方
』
も
各
分
野
で
研
究
対
象
と
な
っ
た
。
あ
た
か
も
一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
年
）
は
、
医
心
方
撰
進
一
千
年
に
相
当
す
る
の
で
、

記
念
事
業
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
に
符
合
す
る
か
の
よ
う
に
、
半
井
家
本
は
、
半
井
家
の
所
蔵
か
ら
は
な
れ
て
、
国
の
所
有
に
帰
し
た
。

目
『
医
心
方
』
の
撰
述
に
際
し
て
の
特
徴
的
な
こ
と
は
、
編
者
丹
波
康
頼
は
、
中
国
医
書
の
思
想
的
・
論
理
的
事
項
は
さ
け
て
、
実
用
的

な
も
の
を
主
に
引
用
し
た
。
ま
た
繁
雑
な
も
の
は
省
略
し
て
、
簡
略
化
し
て
と
り
入
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
受
容
姿
勢
は
、
日
本
が
外
来
文
化
、

学
問
を
摂
取
す
る
際
の
初
期
段
階
に
お
け
る
一
般
的
類
型
で
あ
り
、
『
医
心
方
』
は
そ
の
先
例
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
伝
写
の
系
統
、
現
存
す
る
写
本
は
、
増
補
、
注
記
の
多
寡
に
よ
り
、
半
井
家
本
系
と
仁
和
寺
本
系
と
に
二
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
者
は
御
本
に
医
家
本
を
加
え
た
系
統
で
あ
り
、
後
者
は
宇
治
本
の
系
統
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

白
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
『
医
心
方
』
に
承
る
処
置
法
、
医
学
思
想
の
祖
型
を
、
馬
王
堆
漢
墓
出
土
医
書
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
撰
進
以
来
一
千
年
の
間
に
、
『
医
心
方
』
は
日
本
医
学
の
転
換
期
に
な
る
と
、
何
ら
か
の
意
味
で
そ
の
名
を
出
し
て
き
た
。
今
後

も
そ
う
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
こ
の
事
は
『
医
心
方
』
が
、
日
本
医
学
の
最
古
の
源
流
の
一
つ
を
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

四
む
す
び

（
京
都
医
学
史
研
究
所
）
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